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会  議  録  

会 議 等 の  

名 称  
令 和 ７ 年 度  第 １ 回  瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 協 議 会  

開 催 日 時  
令 和 ７ 年 １ １ 月 ２ ８ 日 （ 金 曜 日 ）  

午 前 １ ０ 時 ４ ５ 分 か ら 午 前 １ １ 時 ３ ０ 分  

開 催 場 所  瑞 穂 市 役 所  穂 積 庁 舎  議 員 会 議 室  

議 題  

・ 協 議 事 項  

（ １ ） 令 和 ７ 年 度  予 算 書 （ 案 ） に つ い て  

（ ２ ） 自 家 用 有 償 旅 客 運 送 の 新 規 登 録 申 請 に つ い て  

出 席 委 員  

欠 席 委 員  

出 席 委 員  ２ ２ 名  

 新 井 正 信 、 新 井 美 佐 子 、 井 上 雅 隆 、  

大 石 悟 （ 代 理 出 席 ： 下 平 真 一 郎 ） 、  

大 平 正 廣 、 大 脇 哲 也 、 加 代 暢 尊 、 片 山 義 吉 、  

木 村 治 史 、 應 江 黔 、 河 野 秀 明 、 児 玉 忠 哲 、  

佐 口 孝 、 坂 野 嘉 治 、 椙 浦 要 、 正 村 明 、  

相 宮 一 夫 （ 代 理 出 席 ： 宮 部 敬 輔 ） 、 林 善 太 郎 、  

不 破 道 夫 （ 代 理 出 席 ： 道 合 智 ） 、 松 原 隆 行 、  

三 浦 太 志 （ 代 理 出 席 ： 長 野 康 樹 ） 、 脇 若 保 雄  

欠 席 委 員  ０ 名   
公 開 ・ 非 公

開 の 区 分  

( 非 公 開 理

由 )  

公    開  ・  非  公  開  

傍 聴 人 数  ０ 名  

審 議 の  

概 要  

１ ． 開 会  

 

会 議 成 立 の 宣 言   

【 事 務 局 】   

・ 委 員 総 数 ２ ２ 名 に 対 し 過 半 数 を 超 え る 全 員 の 出 席

が あ り 、 瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 協 議 会 設 置 規 約 第 ８

条 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ き 会 議 が 成 立 し て い る こ と

を 宣 言 し た 。  

・ 会 議 録 は 、 要 点 筆 記 と す る こ と 、 発 言 者 の 名 前 を

会 議 録 に 記 載 す る こ と 、 記 録 の 作 成 と 保 存 の た め

に 録 音 や 写 真 撮 影 を す る こ と の 了 承 を 得 た 。  

 

２ ． 会 長 あ い さ つ  

【 椙 浦 会 長 】   

先 ほ ど 設 立 準 備 会 に お い て 承 認 さ れ た 瑞 穂 市 地 域

公 共 交 通 協 議 会 設 置 規 約 の 第 ４ 条 第 ３ 項 に 基 づ き 、

私 が 会 長 を 務 め さ せ て い た だ き ま す 。 先 ほ ど 事 務 局

か ら あ っ た よ う に 、 皆 様 の 任 期 は 暫 定 的 に 令 和 ８ 年

３ 月 ３ １ 日 ま で と な り ま す 。  

先 ほ ど 皆 様 に は 瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 会 議 の 準 備 会

と い う こ と で 審 議 い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し

た 。 皆 様 の お か げ で 瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 協 議 会 を 無

事 立 ち 上 げ る こ と が で き ま し た 。  

こ れ ま で の 地 域 公 共 交 通 会 議 で は バ ス 、 タ ク シ
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ー 、 自 家 用 有 償 旅 客 運 送 を 対 象 に 審 議 を し て き ま し

た が 、 新 た に 地 域 交 通 協 議 会 と な っ た こ と で 、 多 様

な 交 通 モ ー ド を 対 象 と し た 審 議 を 行 っ て い た だ く こ

と に な り ま す 。 そ こ で 今 回 よ り Ｊ Ｒ 東 海 鉄 道 、 樽 見

鉄 道 か ら も 委 員 と し て 参 加 い た だ く こ と に な り ま し

た 。  

瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 協 議 会 が 当 面 の 取 り 組 む べ き

こ と と し て 、 地 域 公 共 交 通 計 画 の 策 定 が あ り ま す 。

来 年 度 か ら ２ 年 度 を か け て 作 業 を 進 め て い く 予 定 で

す 。 皆 様 に も 協 力 い た だ く こ と が 多 数 あ る か と 思 い

ま す の で よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

傍 聴 者 の 確 認  

【 椙 浦 会 長 】  

・ 傍 聴 希 望 者 の 確 認 を 行 っ た が 、 希 望 者 は い な か っ

た 。  

 

３ ． 副 会 長 、 監 事 の 指 名 に つ い て  

【 椙 浦 会 長 】  

・ 瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 協 議 会 設 置 規 約 第 ４ 条 第 ２ 項

に 基 づ き 、 副 会 長 １ 名 、 監 事 ２ 名 の 指 名 を 会 長 が

行 い 、 應 江 黔 委 員 を 副 会 長 、 河 野 秀 明 委 員 、 大 平

正 廣 委 員 を 監 事 に 指 名 し た 。  

 

４ ． 協 議 事 項  

【 椙 浦 会 長 】  

・ （ １ ） 令 和 ７ 年 度 予 算 書 （ 案 ） に つ い て 事 務 局 に

説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 資 料 協 １ に よ り 説 明 を 行 っ た 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

・ 事 務 局 の 説 明 に つ い て 、 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た が 、 質 問 ・ 意 見 は な か っ た 。  

・ 令 和 ７ 年 度 予 算 書 （ 案 ） の 承 認 に つ い て 委 員 に 賛

否 を 確 認 し 、 全 員 が 賛 成 で あ っ た 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

・ （ ２ ） 自 家 用 有 償 旅 客 運 送 の 新 規 登 録 申 請 に つ い

て 事 務 局 に 説 明 を 求 め た 。  

 

（ 一 般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ 入 室 ）  

 

【 事 務 局 】  

・ 資 料 協 ２ 、 資 料 協 ２ 別 紙 資 料 に よ り 、 一 般 社 団 法 人

Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ の 自 家 用 有 償 旅 客 運 送 の 新 規 登 録 に

関 す る 説 明 を 行 っ た 。  
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・ 資 料 協 ２ は 個 人 情 報 等 の 記 載 が あ る た め 会 議 後 に

回 収 す る こ と を 委 員 に 依 頼 し た 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

  資 料 協 ２ の ３ ペ ー ジ の 履 歴 事 項 全 部 証 明 書 の 主

た る 事 務 所 が 、 同 資 料 １ ペ ー ジ の 申 請 書 の 所 在 地

と 異 な っ て い ま す 。 履 歴 事 項 全 部 証 明 書 の 変 更 は

さ れ た の で し ょ う か 。  

 

【 事 務 局 】  

  履 歴 事 項 全 部 証 明 書 の 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 に

は 変 更 あ り ま せ ん 。  

 

【 事 務 局 】  

 ・ 事 務 局 よ り 一 般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ に 事

業 立 ち 上 げ の 経 緯 に 関 す る 説 明 を 求 め た 。  

 

【 一 般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ 】  

  今 回 、 自 家 用 有 償 旅 客 運 送 事 業 を 立 ち 上 げ る こ

と と な っ た 経 緯 を 説 明 し ま す 。 現 在 、 医 療 的 ケ ア

児 の 重 度 心 身 障 が い 児 を 中 心 と す る 児 童 発 達 支

援 、 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス を 別 会 社 で 運 営 し て い

ま す 。 ま た 、 小 児 を メ イ ン に し た 訪 問 看 護 ス テ ー

シ ョ ン も 運 営 し て い ま す 。 そ れ ら の 事 業 で 訪 問 看

護 を 行 う 中 で 、 保 護 者 の 方 が １ 人 で 人 工 呼 吸 器 を

つ け て い る お 子 様 を 送 迎 す る こ と の 負 担 や 、 入 退

院 時 、 健 診 時 に な か な か １ 人 で 連 れ て い け な い の

で 、 同 乗 し て ほ し い と い う 声 を 聞 い て い ま す 。 し

か し 、 今 の 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 事 業 で は 、 車 に

乗 せ る こ と が 業 と し て で き ず 、 ま た 、 今 の 株 式 会

社 で は 福 祉 輸 送 が で き な い と い う こ と で 要 望 に 沿

っ て 事 業 を 実 施 す る た め に 別 法 人 の 非 営 利 の 一 般

社 団 法 人 を 新 し く 設 立 し 、 業 と し て 運 営 で き る よ

う 申 請 さ せ て い た だ き ま す 。  

  メ イ ン と し て は 、 人 工 呼 吸 器 、 肢 体 不 自 由 児 、

医 療 的 ケ ア 児 で 、 基 本 的 に は 運 転 士 と 看 護 師 が 同

乗 す る 形 で 行 い ま す 。  

  今 後 に 関 し て は 、 岐 阜 県 か ら 、 医 療 的 ケ ア 児 の

特 別 支 援 学 校 の 送 迎 と い う 依 頼 も 来 て い ま す 。 医

療 的 ケ ア 児 の 学 校 へ の 送 迎 に 関 し て 岐 阜 県 は ま だ

整 備 で き て い な い の で 、 今 後 は そ の サ ポ ー ト も 視

野 に 入 れ て 活 動 し て い き ま す 。  

  旅 客 の 名 簿 に 記 載 さ れ て い る ５ 名 の 子 は 訪 問 看

護 ス テ ー シ ョ ン の 利 用 者 や 、 う ち の 施 設 を 利 用 し

て い る 子 ば か り な の で 、 今 の 健 康 状 態 と か も 把 握

し て い る 上 で の サ ー ビ ス 提 供 に な り ま す 。 基 本 的

に は 呼 吸 器 の 管 理 と か を し て い る お 子 さ ん ば か り

な の で 、 急 に 依 頼 が あ っ て も 身 体 の 状 態 が 分 か っ
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て い な い と 難 し い の で 、 関 わ っ て い る 子 を メ イ ン

と し て １ ８ 歳 以 下 の 小 児 を 中 心 と す る と い う こ と

で 、 介 護 保 険 の 方 は 今 回 申 請 し て い ま せ ん 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

・ 事 務 局 、 一 般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ の 説 明 に

つ い て 、 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を 求 め た 。  

 

【 A 委 員 】  

運 転 者 の 方 は 、 こ れ は 介 護 な ど の 経 験 や 、 同 じ よ

う な 事 業 の 運 転 の 経 験 が あ る の で し ょ う か 。  

 

【 一 般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ 】  

  社 内 で 勉 強 会 を し て い ま す し 、 運 転 手 に 関 し て

は 、 私 自 身 が 看 護 師 で 、 現 在 ２ 種 免 許 の 取 得 の た

め 教 習 所 に 通 っ て い ま す 。 そ の ほ か 、 自 家 用 有 償

旅 客 運 送 の 登 録 の 申 請 が で き 次 第 、 今 、 従 業 員 で

看 護 師 資 格 を 持 っ て い る ス タ ッ フ 何 名 か を 福 祉 輸

送 の 資 格 を 取 得 す る よ う 動 い て い ま す 。 ま た 、 １

人 で 送 迎 を 行 う こ と は 絶 対 あ り ま せ ん 。 運 転 手 プ

ラ ス 介 護 者 も し く は 看 護 師 、 ほ ぼ 看 護 師 が 同 乗 す

る の で 、 管 理 と い う 部 分 で は 安 全 に 運 航 で き る と

思 い ま す 。  

特 別 支 援 学 校 の 送 迎 に つ い て は 、 現 在 、 放 課 後 等

デ イ サ ー ビ ス や 児 童 発 達 支 援 を 利 用 し て い る 子 で 、

ほ と ん ど が 送 迎 し て い る 子 ば か り で す 。 そ の た め 新

し く 業 を な し て 、 そ こ で 対 価 を い た だ く と い う こ と

の た め に 業 を な す だ け で 、 現 状 と し て 送 迎 も 十 分 安

全 に で き て い る の で 、 そ の 辺 に 関 し て は 問 題 な い と

思 っ て い ま す 。  

 

【 A 委 員 】  

身 近 に 障 が い を 持 つ 方 が い て 、 こ の 様 な 業 務 を お

願 い す る こ と が あ り ま す が 、 １ 人 で 送 迎 さ れ る こ と

も あ り ま す 。 運 転 者 が 介 護 し て 、 と い う こ と も 十 分

考 え ら れ ま す の で 、 そ の 辺 り は 十 分 教 育 指 導 を し て

い た だ い て 、 事 故 等 が な い よ う に お 願 い し た い と 思

い ま す 。  

 

【 B 委 員 】  

  こ れ ま で 長 年 瑞 穂 市 で は 今 回 の 申 請 の よ う な 体

制 が 整 っ て お ら ず 、 送 迎 の 要 望 が あ る 場 合 は 、 岐

阜 市 か ら 来 て も ら っ て い ま し た 。 今 後 は ギ フ 福 祉

ネ ッ ト ワ ー ク 東 部 と Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ の ２ つ で や

っ て い た だ け る と い う こ と は 大 変 あ り が た い こ と

で す 。  

タ ク シ ー 運 賃 の ８ ０ ％ を 目 安 と す る 料 金 で 運 営 す

る の は 大 変 だ と 思 い ま す が 、 我 々 と し て は 、 瑞 穂 市
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に こ う し て 新 し く 立 ち 上 げ て い た だ い て 本 当 に 心 強

い と 思 っ て い ま す の で 、 今 後 と も よ ろ し く お 願 い い

た し ま す 。  

 

【 C 委 員 】  

  先 ほ ど 履 歴 事 項 全 部 証 明 書 に 関 す る や り と り が

あ り ま し た が 、 登 記 上 の 主 た る 事 務 所 の 場 所 と 、

申 請 書 の 「 事 務 所 の 名 称 及 び 位 置 」 の 場 所 が 異 な

っ て い る こ と は 問 題 あ り ま せ ん 。 た だ し 、 資 料 協

２ の ３ ３ ペ ー ジ の よ う な 法 律 で 定 め ら れ た 帳 簿 類

の 管 理 や 、 朝 の 運 転 士 へ の 点 呼 な ど は 、 こ の 申 請

書 に あ る 事 務 所 の 位 置 で き っ ち り 行 っ て い た だ く

必 要 が あ り ま す の で よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

【 一 般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ 】  

  昨 日 中 部 運 輸 局 に 行 っ て 、 そ の 辺 り の 内 容 を 確

認 さ せ て も ら い ま し た の で 、 事 務 所 で 帳 簿 類 の 記

入 、 点 呼 を し て か ら 車 庫 の 方 に 行 っ て 、 と い う 形

で 進 め ま す 。  

 

【 C 委 員 】  

  資 料 協 ２ に よ る と 運 転 者 は 少 し 高 齢 の 方 だ と 思

い ま す 。 資 料 協 ２ の ３ ３ ペ ー ジ の 「 安 全 な 運 転 の

た め の 確 認 表 」 に よ り 毎 日 健 康 状 態 を 確 認 さ れ る

と い う こ と で す が 、 こ れ 以 外 に も 運 転 手 の 定 期 的

な 健 康 診 断 と か 、 健 康 管 理 に つ い て ど の よ う に 取

り 組 ん で い ま す か 。  

 

【 一 般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ 】  

 入 社 時 に 健 康 診 断 の 受 診 は お 願 い し て い ま す 。 ま

た 、 他 の 運 転 手 は 、 先 ほ ど お 話 し た と お り 、 私 が ２

種 免 許 を 取 り に い っ て お り 、 年 内 に は 受 か る 予 定 を

し て い ま す 。 福 祉 輸 送 に 関 し て は 一 般 の 通 常 の 運 転

免 許 に 講 習 を 受 講 す る こ と で 運 転 で き る こ と に な っ

て い る の で 、 あ と 何 人 か 今 の 従 業 員 、 看 護 師 も 申 し

込 み を し て あ り ま す 。 資 料 に あ る 運 転 手 １ 人 に 負 担

し て も ら う 形 に な ら な い 体 制 を 取 っ て い ま す 。 も ち

ろ ん こ の 運 転 手 に は 、 定 期 的 に 法 で 定 め ら れ て い る

健 康 診 断 や 、 朝 の 点 呼 は さ せ て い た だ き ま す が 、 そ

れ 以 外 に も 運 転 手 の 確 保 に つ い て 社 内 で 体 制 を 整 え

て い ま す 。  

 

【 E 委 員 】  

運 転 者 に つ い て も う １ つ 確 認 し ま す 。 過 去 の 事 故

や 違 反 歴 は 無 か っ た で し ょ う か 。  

 

【 一 般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ 】  

  そ の 点 は 確 認 し て い ま す 。  



-6- 

 

【 E 委 員 】  

運 行 車 両 は 関 連 法 人 か ら 無 償 貸 与 を 受 け て い る と

の こ と で す が 、 自 前 で の 車 両 の 確 保 は な か な か 難 し

か っ た と い う こ と で す か 。  

 

【 一 般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ 】  

ゆ く ゆ く 利 用 者 の 方 が 増 え 、 安 定 し て 旅 客 で 採 算

が マ イ ナ ス に な ら な い よ う な 形 に な り 、 当 法 人 で も

車 が １ 台 必 要 と な れ ば 、 保 有 し て い く 予 定 は し て い

ま す が 、 ス タ ー ト す る に あ た り 、 ど れ だ け の 利 用 が

あ る か 分 か ら な い 中 で 維 持 費 用 が か か る 車 両 を 保 有

す る こ と よ り も 、 ま ず 法 人 と し て 存 続 し て い く こ と

の 方 が 優 先 だ と 思 っ て い ま す 。  

 

【 E 委 員 】  

資 料 協 ２ の １ ４ ペ ー ジ に あ る 自 動 車 検 査 証 の 「 使

用 者 の 氏 名 又 は 名 称 」 は 、 実 際 に 貸 与 を 受 け た 使 用

者 の 氏 名 に 変 え な く て も よ い の で し ょ う か 。  

 

【 C 委 員 】  

  登 録 後 の 対 応 で 大 丈 夫 で す 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

 ・ 他 に 意 見 が な い こ と を 確 認 し 、 採 決 に あ た り 一

般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ に 一 時 退 出 を 依 頼

し た 。  

 

（ 一 般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ 一 時 退 出 ）  

 

 ・ 一 般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ の 自 家 用 有 償 旅

客 運 送 の 新 規 登 録 申 請 に つ い て 、 福 祉 有 償 運 送

の 必 要 性 を 認 め 、 登 録 申 請 書 案 を 承 認 す る こ と

に つ い て 委 員 に 賛 否 を 確 認 し 、 全 員 が 賛 成 で あ

っ た 。  

 ・ 採 決 後 、 一 般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ に 再 入

室 を 許 可 し た 。  

 

（ 一 般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ 再 入 室 ）  

 

 ・ 後 日 、 一 般 社 団 法 人 Ｎ Ｋ ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ に 対 し 瑞

穂 市 地 域 公 共 交 通 協 議 会 に お い て 協 議 が 整 っ た

こ と を 証 す る 書 類 を 送 付 す る こ と を 伝 え た 。  

・ 協 議 事 項 が 全 て 終 了 し た た め 、 事 務 局 に 進 行 を 戻

し た 。  

 

【 事 務 局 】  

 ・ 報 酬 の 支 払 い 手 続 き に あ た り 、 手 続 き 簡 略 化 の
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た め 市 が 保 有 す る 出 席 委 員 の 口 座 情 報 を 瑞 穂 市

地 域 公 共 交 通 協 議 会 事 務 局 が 利 用 す る こ と に つ

い て 、 出 席 委 員 の 了 承 を 得 た 。  

 

５ ． 閉 会  

【 事 務 局 】  

 ・ 瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 協 議 会 の 閉 会 を 宣 言 し 、 閉

会 し た 。  

  

事 務 局  

( 担 当 課 )  

瑞 穂 市  企 画 部  総 合 政 策 課  

  Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ５ ８ － ３ ２ ７ － ４ １ ２ ８  

  Ｆ Ａ Ｘ  ０ ５ ８ － ３ ２ ７ － ７ ４ １ ４  

  ｅ － ｍ ａ ｉ ｌ  so u g o u @ c i t y . m i z u h o . l g . j p  
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